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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　骨伝導スピーカと、

　被振動体を載置する載置部と、

　前記骨伝導スピーカが発する固有振動を前記載置部に伝達させる振動伝達部と、

　前記被振動体に弦楽器が共鳴する固有振動を基準として適切な振動が付与されているか

否かの判断結果に基づき、前記骨伝導スピーカが発する固有振動の周波数を変化させる制

御部と、

　を有することを特徴とする振動付与装置。

【請求項２】

　前記載置部に載置された弦楽器を覆い、内部を気密に保つ気密部を有する請求項１に記

載の振動付与装置。

【請求項３】

　持ち運び可能な取っ手を有する請求項１または２に記載の振動付与装置。

【請求項４】

　前記被振動体が弦楽器または弦楽器の材料となる木材である請求項１または３のいずれ

かに記載の振動付与装置。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】
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　 本 発 明 は 振 動 付 与 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 木 製 楽 器 の エ イ ジ ン グ 装 置 が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 内 部 に 小 さ な 空 隙 部 を 持 つ フ ァ イ

バ ー 及 び 粒 状 素 材 よ り な る セ ル ロ ー ス フ ァ イ バ ー 又 は 同 等 の 特 性 を 持 つ 材 料 に よ り 構 成 さ

れ る 吸 放 湿 性 及 び 遮 音 ・ 吸 音 性 の あ る 充 填 断 熱 材 を 、 透 湿 性 及 び 内 部 寸 法 に よ る 定 在 波 が

強 調 さ れ な い 程 度 の 吸 音 率 を 持 つ 内 壁 材 と 防 水 透 湿 性 と 遮 音 性 の あ る 木 質 系 又 は 同 等 な 特

性 を 持 つ 外 壁 材 で 積 層 さ れ た 複 合 壁 に よ り 周 辺 を 形 成 さ れ 且 つ 同 複 合 壁 と 同 等 な 特 性 の 壁

材 よ り な る 開 閉 可 能 な 扉 を 持 つ 箱 状 の 収 納 空 間 を 構 成 す る 構 造 物 に お い て 、 内 部 空 間 を 外

部 よ り 高 温 に 維 持 す る 加 熱 器 を 備 え 、 木 製 楽 器 又 は 自 然 系 植 物 ・ 動 物 の 素 材 を 持 つ 物 体 や

製 品 等 を 入 れ 、 同 時 に 、 内 部 空 間 に て 音 響 装 置 に よ る 音 楽 を 演 奏 し 、 音 響 加 振 を 行 う 装 置

が 知 ら れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ １ － ２ ２ ５ ４ ６ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

・ ヴ ァ イ オ リ ン の 歴 史 的 展 開

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 十 七 世 紀 後 半 か ら 十 八 世 紀 に か け て イ タ リ ア 北 部 の ク レ モ ナ 村 で 製 作 さ れ た ヴ ァ イ オ リ

ン 及 び 他 の 弦 楽 器 の 多 く は 、 歴 代 の 名 演 奏 家 達 に よ っ て 弾 き 継 が れ 、 三 百 年 以 上 の 時 を 経

て も 聊 か も 色 褪 せ る こ と な く 、 現 代 人 の 耳 と 心 を 魅 了 し て い る こ と は 周 知 の 事 実 で あ る 。

特 に ス ト ラ デ ィ ヴ ァ リ が 製 作 し た ヴ ァ イ オ リ ン を ス ト ラ デ ィ ヴ ァ リ ウ ス と 言 い 、 ガ ル ネ リ

が 製 作 し た ヴ ァ イ オ リ ン を ガ ル ネ リ ・ デ ル ・ ジ ェ ス と 呼 ん で い る が 、 二 人 が 作 っ た ヴ ァ イ

オ リ ン に 優 る 名 器 は 後 に も 先 に も な い と ま で 言 わ れ て い る 。 ス ト ラ デ ィ ヴ ァ リ は 生 涯 二 千

挺 ほ ど 製 作 し た が 、 現 存 す る の は 約 六 百 挺 ほ ど で 、 実 際 演 奏 会 で 使 用 さ れ て い る の は そ の

う ち の 百 数 十 挺 余 り で あ る こ と は 分 か っ て い る 。 で は 残 り の 四 百 数 十 挺 は ど う な っ て い る

の か と 言 え ば 、 世 界 的 に 有 名 な 博 物 館 か 記 念 館 に 展 示 さ れ て い る か 、 或 い は 公 共 施 設 の 金

庫 の 中 か 大 金 持 ち の コ レ ク シ ョ ン と し て 所 蔵 さ れ て い る か の い ず れ か で あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し 何 百 年 も の 間 、 全 く 音 を 出 さ ず に 保 管 さ れ て い る と 、 そ の ヴ ァ イ オ リ ン か ら 本 来

の 素 晴 ら し い 音 色 を 引 き 出 す の に 、 何 年 も の 時 間 が 費 や さ れ た と 多 く の 演 奏 家 が 述 懐 し て

い る 。 こ の こ と を 考 え る と 、 ス ト ラ デ ィ ヴ ァ リ ウ ス や ガ ル ネ リ ・ デ ル ・ ジ ェ ス の よ う な 名

器 は 、 単 に 温 度 と 湿 度 だ け で 管 理 さ れ て い れ ば 問 題 な い と は 言 い 切 れ な い 理 由 が あ る と 考

え ら れ る 。

・ ヴ ァ イ オ リ ン の 特 異 な 構 造

【 ０ ０ ０ ７ 】

「 ヴ ァ イ オ リ ン は 人 間 に 最 も 近 い 楽 器 で あ る 」 と 、 ヴ ァ イ オ リ ン に 関 す る 多 く の 書 物 に 共

通 し て 書 か れ て い る 。 ヴ ァ イ オ リ ン の 胴 体 は 共 鳴 体 と 呼 ば れ 、 表 板 の ｆ 孔 と 関 連 し て 、 固

有 な 共 振 周 波 数 を 発 生 す る 。 １ ０ ０ ％ 手 作 り の た め 全 く 同 じ 共 鳴 体 を 作 る こ と は 非 常 に 困

難 （ 実 質 的 に 不 可 能 ） で あ る か ら 、 ヴ ァ イ オ リ ン に 限 ら ず 弦 楽 器 の 一 つ 一 つ に 、 異 な る 個

性 的 な 音 色 が 生 ま れ る こ と に な る 。 ヴ ァ イ オ リ ン の 構 造 で 最 も ユ ニ ー ク な の が 、 表 板 と 裏

板 に 挟 ま れ た 響 柱 （ 一 般 的 に は 魂 柱 ） と 呼 ば れ る 太 さ 約 ６ ミ リ の 松 材 の 棒 で あ る 。 接 着 剤

で 固 定 さ れ て い る 訳 で は な い の に 、 表 板 と 裏 板 の 振 動 を 増 幅 さ せ る 機 能 が あ る 。 こ の 魂 柱

の 微 妙 な 位 置 に よ り 音 色 や 響 き が 、 全 く 異 な る こ と も 分 か っ て い る 。 ヴ ァ イ オ リ ン の 制 作

者 と 優 れ た 演 奏 家 の 経 験 に よ り 、 魂 柱 の 在 る べ き 位 置 が 決 ま る 。 表 板 の 裏 に 貼 ら れ た バ ス

バ ー と い う 細 長 い 薄 板 や 、 ア ー チ 型 に 削 ら れ た 表 板 と 裏 板 の 形 状 等 、 さ ほ ど 複 雑 で な い 構

造 で も 、 そ れ ら が ヴ ァ イ オ リ ン と い う 楽 器 に 形 作 ら れ た と き に 、 最 良 の 共 鳴 音 が 醸 し 出 せ
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る よ う 工 夫 さ れ て い る よ う で あ る 。

・ ヴ ァ イ オ リ ン の 楽 器 と し て の 特 徴

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ヴ ァ イ オ リ ン の 修 復 技 術 者 と し て 世 界 的 に 高 名 な 中 澤 宗 幸 氏 の 著 書 、 「 ス ト ラ デ ィ ヴ ァ

リ ウ ス の 真 実 と 嘘 　 世 界 文 化 社 」 の ５ ６ 頁 お よ び ５ ７ 頁 に は 「 ５ ５ 個 前 後 の 部 品 で 組 み 立

て ら れ て い る ヴ ァ イ オ リ ン は 、 ほ と ん ど の 素 材 が 有 機 物 で 出 来 た 生 き 物 な の で す 」 と 記 載

さ れ て い る 。 生 き 物 の よ う に 感 じ る の は 制 作 者 だ け で な く 、 初 め て 名 器 を 手 に 取 り 弾 い た

多 く の 演 奏 家 の 異 口 同 音 の 感 嘆 で も あ る 。 つ ま り 名 器 と 言 わ れ る ヴ ァ イ オ リ ン は 名 演 奏 家

が 弾 く こ と に よ り 、 生 き 物 と し て 命 を 全 う 出 来 る と 言 っ て も 過 言 で は な い で あ ろ う 。 し か

し 現 在 世 界 を 見 渡 し て も 、 何 百 挺 の 名 器 で あ る ヴ ァ イ オ リ ン は 半 ば 死 ん だ よ う に 、 温 度 と

湿 度 だ け で 管 理 さ れ て い る 、 恰 も 暗 い 棺 桶 同 然 の ケ ー ス に 仕 舞 わ れ て い る だ け で あ る か ら

、 何 十 年 何 百 年 後 に 運 良 く 名 演 奏 家 に 渡 さ れ た と し て も 、 直 ぐ に は そ の 名 器 が 誕 生 し た 時

代 の 音 色 を 呼 び 覚 ま す に は 、 相 当 な 時 間 が 掛 か っ た と 述 懐 し た 演 奏 家 が 多 く い る こ と も 事

実 で あ る 。

　 １ つ の 側 面 で は 、 本 発 明 は 、 被 振 動 体 が も つ 性 能 の 低 下 を 抑 制 さ せ る こ と を 目 的 と す る

。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 開 示 の 振 動 付 与 装 置 が 提 供 さ れ る 。 こ の 振 動 付 与 装 置 は 、

骨 伝 導 ス ピ ー カ と 、 被 振 動 体 を 載 置 す る 載 置 部 と 、 前 記 骨 伝 導 ス ピ ー カ が 発 す る 固 有 振 動

を 前 記 載 置 部 に 伝 達 さ せ る 振 動 伝 達 部 と を 有 し て い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 １ 態 様 で は 、 被 振 動 体 が も つ 性 能 の 低 下 を 抑 制 さ せ る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 図 １ 】 実 施 の 形 態 の シ ス テ ム を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 の 振 動 付 与 装 置 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 の 振 動 付 与 装 置 の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 以 下 、 実 施 の 形 態 の 振 動 付 与 装 置 を 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。

　 ＜ 実 施 の 形 態 ＞

　 図 １ は 、 実 施 の 形 態 の シ ス テ ム を 示 す 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 実 施 の 形 態 の シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 デ ー タ セ ン タ ２ ０ ０ に 複 数 の 振 動 付 与 装 置 １ が ネ ッ ト

ワ ー ク ５ ０ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 各 振 動 付 与 装 置 １ に は 、 デ ー タ セ ン タ ２ ０ ０ が 振 動

付 与 装 置 １ を 識 別 す る た め の 固 有 の Ｉ Ｄ が 割 り 振 ら れ て い る 。

　 図 ２ は 、 実 施 の 形 態 の 振 動 付 与 装 置 を 説 明 す る 図 で あ る 。

　 実 施 の 形 態 の 振 動 付 与 装 置 １ は 、 基 台 １ １ を 有 し て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 基 台 １ １ の 上 部 に は 木 製 の 台 座 １ ２ が 載 置 さ れ て い る 。 こ の 台 座 １ ２ に は 、 骨 伝 導 ス ピ

ー カ （ 骨 伝 導 装 置 ） １ ３ が 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 図 １ で は 台 座 １ ２ の 形 状 は Ｔ 字 状 を な

し て い る が 、 台 座 １ ２ の 形 状 は Ｔ 字 状 に は 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３ は 、 特 定 の 固 有 振 動 を 発 す る 音 楽 を 再 生 可 能 で あ る 。 音 楽 の 種 別 と

し て は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 弦 楽 器 が 多 く 用 い ら れ た オ ー ケ ス ト ラ の 楽 曲 や 、 著 名

な 演 奏 家 に よ る 弦 楽 器 の ソ ロ 演 奏 の 楽 曲 や 、 ソ ル フ ェ ジ オ 周 波 数 （ ５ ２ ８ Ｈ ｚ 等 ） 等 が 挙

げ ら れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】
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　 ま た 、 台 座 １ ２ に は 、 台 座 １ ２ か ら 鉛 直 方 向 に 設 け ら れ 、 弦 楽 器 （ 被 振 動 体 ） ２ ０ の ネ

ッ ク 部 分 を 支 持 す る 支 持 部 １ ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 基 台 １ １ に は 、 弦 楽 器 ２ ０ の 裏 板 部

分 を 支 持 す る 支 持 部 １ １ １ が 設 け ら れ て い る 。 図 ２ で は 弦 楽 器 と し て ヴ ァ イ オ リ ン を 図 示

し て い る 。 し か し 、 弦 楽 器 の 種 別 は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 他 に も 例 え ば 、 ビ オ ラ 、 チ ェ ロ 等

が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 図 ２ で は 支 持 部 １ １ １ お よ び 支 持 部 １ ２ １ の 位 置 が 固 定 さ れ て い る

が 、 例 え ば 基 台 １ １ の 長 手 方 向 に 移 動 で き る よ う に な っ て い て も よ い 。 こ れ に よ り 、 弦 楽

器 の 大 き さ や 種 別 に 応 じ て 弦 楽 器 を 安 定 し て 支 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 振 動 付 与 装 置 １ は 、 基 台 １ １ 上 に 配 置 さ れ 、 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３ お よ び 弦 楽 器 ２

０ を 覆 う 蓋 体 １ ４ を 有 し て い る 。 基 台 １ １ の 蓋 体 １ ４ と 当 接 す る 部 位 に 溝 が 設 け ら れ て い

て も 良 い 。

　 本 実 施 の 形 態 の 蓋 体 １ ４ は 全 体 が ガ ラ ス で 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 蓋 体 １ ４ の 形 状 は 図

示 の も の に 限 定 さ れ な い 。

　 ま た 、 基 台 １ １ 、 台 座 １ ２ 、 お よ び 蓋 体 １ ４ の 構 成 材 料 は 、 前 述 し た も の に 限 定 さ れ ず

、 例 え ば 、 樹 脂 や 金 属 を 用 い て も よ い 。

　 ま た 、 部 材 の 一 部 が 他 の 部 材 で 形 成 さ れ て い て も よ い 。 例 え ば 、 蓋 体 １ ４ は 、 一 部 が ガ

ラ ス で 他 の 部 分 が 木 や 金 属 で 形 成 さ れ て い て も よ い 。

　 台 座 １ ２ と 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３ と 蓋 体 １ ４ と に よ り 弦 楽 器 ２ ０ を 共 鳴 さ せ る 共 鳴 箱 の 主

要 部 が 画 成 さ れ る 。

　 基 台 １ １ は 表 示 部 １ １ ２ と 図 示 し な い 制 御 部 と を 有 し て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 表 示 部 １ １ ２ は 、 制 御 部 の 指 示 に 応 じ て 振 動 付 与 装 置 １ に 関 す る 情 報 （ 例 え ば 共 鳴 箱 内

の 温 度 や 湿 度 ） を 表 示 す る 。 ま た 、 表 示 部 １ １ ２ は 、 タ ッ チ パ ネ ル を 備 え て い る 。 ユ ー ザ

は 、 タ ッ チ パ ネ ル を 操 作 す る こ と に よ り 、 制 御 部 に 指 示 を 送 る こ と が で き る 。

　 制 御 部 は 、 例 え ば ユ ー ザ の 指 示 に 応 じ て 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３ か ら 発 生 さ せ る 音 楽 の 種 類

や 音 量 、 時 間 等 を 制 御 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 図 示 し て い な い が 、 振 動 付 与 装 置 １ に は 温 度 や 湿 度 を 一 定 に 保 つ 機 構 を 有 し て い

て も 良 い 。

　 次 に 、 実 施 の 形 態 の 振 動 付 与 装 置 １ の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 を 説 明 す る 。

　 図 ３ は 、 実 施 の 形 態 の 振 動 付 与 装 置 の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 振 動 付 与 装 置 １ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Processing Unit） １ ０ １ に よ っ て 装 置 全 体 が 制

御 さ れ て い る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に は 、 バ ス １ ０ ８ を 介 し て Ｒ Ａ Ｍ （ Random Access Memory）

１ ０ ２ と 複 数 の 周 辺 機 器 が 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 Ｒ Ａ Ｍ １ ０ ２ は 、 振 動 付 与 装 置 １ の 主 記 憶 装 置 と し て 使 用 さ れ る 。 Ｒ Ａ Ｍ １ ０ ２ に は 、

Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に 実 行 さ せ る ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム の 少 な く と も 一 部 が 一 時 的 に 格 納

さ れ る 。 ま た 、 Ｒ Ａ Ｍ １ ０ ２ に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に よ る 処 理 に 使 用 す る 各 種 デ ー タ が 格 納

さ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 バ ス １ ０ ８ に は 、 内 蔵 メ モ リ １ ０ ３ 、 グ ラ フ ィ ッ ク 処 理 装 置 １ ０ ４ 、 入 力 イ ン タ フ ェ ー

ス １ ０ ５ 、 セ ン サ １ ０ ６ お よ び 通 信 イ ン タ フ ェ ー ス １ ０ ７ が 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 内 蔵 メ モ リ １ ０ ３ は 、 磁 気 的 に デ ー タ の 書 き 込 み お よ び 読 み 出 し を 行 う 。 内 蔵 メ モ リ １

０ ３ は 、 振 動 付 与 装 置 １ の 二 次 記 憶 装 置 と し て 使 用 さ れ る 。 内 蔵 メ モ リ １ ０ ３ に は 、 ア プ

リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム 、 お よ び 各 種 デ ー タ が 格 納 さ れ る 。 な お 、 二 次 記 憶 装 置 と し て は

、 フ ラ ッ シ ュ メ モ リ 等 の 半 導 体 記 憶 装 置 を 使 用 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 グ ラ フ ィ ッ ク 処 理 装 置 １ ０ ４ に は 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ ａ が 接 続 さ れ て い る 。 デ ィ ス プ

レ イ １ ０ ４ ａ は 、 表 示 部 １ １ ２ に 対 応 し て い る 。 グ ラ フ ィ ッ ク 処 理 装 置 １ ０ ４ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ
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１ ０ １ か ら の 命 令 に 従 っ て 、 画 像 を デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ ａ の 画 面 に 表 示 さ せ る 。 デ ィ ス プ

レ イ １ ０ ４ ａ と し て は 、 液 晶 表 示 装 置 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ ａ は 、

タ ッ チ パ ネ ル 機 能 も 備 え て い る 。

　 入 力 イ ン タ フ ェ ー ス １ ０ ５ は 、 タ ッ チ パ ネ ル か ら 送 ら れ て く る 信 号 を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に 送

信 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 セ ン サ １ ０ ６ は 、 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３ の 固 有 振 動 数 を 検 出 し た り 、 弦 楽 器 ２ ０ の 共 鳴 す

る 振 動 数 を 検 出 し た り す る セ ン サ を 有 し て い る 。 ま た 、 セ ン サ １ ０ ６ は 、 共 鳴 箱 内 の 温 度

や 湿 度 を 検 出 す る セ ン サ を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 通 信 イ ン タ フ ェ ー ス １ ０ ７ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ５ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 通 信 イ ン タ フ ェ ー

ス １ ０ ７ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ５ ０ を 介 し て 、 デ ー タ セ ン タ や 他 の 通 信 機 器 と の 間 で デ ー タ を

送 受 信 す る 。

　 以 上 の よ う な ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 に よ っ て 、 本 実 施 の 形 態 の 処 理 機 能 を 実 現 す る こ と が で

き る 。

　 次 に 、 振 動 付 与 装 置 １ の 動 作 の 一 例 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま ず 、 ユ ー ザ は 蓋 体 １ ４ を 基 台 １ １ か ら 取 り 外 し 、 弦 楽 器 ２ ０ を 支 持 部 １ １ １ お よ び 支

持 部 １ ２ １ に 載 置 す る 。 そ の 後 、 蓋 体 １ ４ を 基 台 １ １ に 載 置 す る こ と で 、 内 部 が 気 密 に 保

た れ る 共 鳴 箱 が 画 成 さ れ る 。 ま た 、 ユ ー ザ は 、 表 示 部 １ １ ２ の タ ッ チ パ ネ ル を 操 作 し 、 共

鳴 箱 内 に 載 置 さ れ て い る 弦 楽 器 の 種 別 を 指 定 す る 。 ま た 、 ユ ー ザ は 、 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３

か ら 発 生 さ せ る 音 楽 の 種 別 を 指 定 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 制 御 部 に よ り 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３ は 固 有 振 動 を 発 す る 音 楽 を 再 生 し 、 台 座 １ ２ 、 お よ び

支 持 部 １ ２ １ を 介 し て 弦 楽 器 ２ ０ が 共 鳴 す る 固 有 振 動 を 伝 達 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 弦 楽 器

２ ０ を 実 際 に 演 奏 さ れ て い る よ う な 状 態 と 同 じ よ う な 状 態 に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 各 振 動 付 与 装 置 １ は 、 セ ン サ １ ０ ６ が 検 出 し た 固 有 振 動 の 波 形 を 含 む デ ー タ を 、 ネ ッ ト

ワ ー ク ５ ０ を 介 し て デ ー タ セ ン タ ２ ０ ０ に 送 る 。 な お 、 振 動 付 与 装 置 １ が デ ー タ セ ン タ ２

０ ０ に 送 信 す る デ ー タ と し て は 例 え ば 以 下 の ２ つ の 波 形 が 考 え ら れ る 。

　 パ タ ー ン １ ： 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３ の 固 有 振 動 の 波 形 と 、 共 鳴 箱 内 に 載 置 さ れ て い る 弦 楽

器 ２ ０ の 種 別 と 固 有 の Ｉ Ｄ と の 組 み 合 わ せ

　 パ タ ー ン ２ ： 共 鳴 箱 内 に 載 置 さ れ て い る 弦 楽 器 ２ ０ 自 体 が 共 鳴 に よ り 発 す る 固 有 振 動 の

波 形 と 固 有 の Ｉ Ｄ と の 組 み 合 わ せ

　 デ ー タ セ ン タ ２ ０ ０ は 、 振 動 付 与 装 置 １ か ら 受 信 し た こ れ ら の 波 形 を チ ェ ッ ク す る こ と

に よ り 、 弦 楽 器 に 適 切 な 振 動 が 付 与 さ れ て い る か 否 か を 判 断 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 具 体 的 に は 、 デ ー タ セ ン タ ２ ０ ０ は 、 固 有 振 動 の 波 形 を 所 定 の 基 準 に 照 ら し 合 わ せ て 基

準 内 で あ れ ば 適 切 な 振 動 で あ る も の と 判 断 す る 。 例 え ば 、 弦 楽 器 ２ ０ の 魂 柱 の 発 す る 固 有

振 動 数 が ５ ２ ８ Ｈ ｚ に 近 け れ ば 、 適 切 な 振 動 で あ る も の と 判 断 す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 基 準 外 で あ れ ば 、 デ ー タ セ ン タ ２ ０ ０ は 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３ に よ り 弦 楽 器 ２ ０ に 付 与 さ

れ て い る 振 動 が 不 適 切 な 振 動 で あ る も の と 判 断 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク ５ ０ を 介 し て 該 当 す る 振

動 付 与 装 置 １ に 振 動 を 改 善 す る 旨 、 伝 達 す る 。 そ の 際 、 デ ー タ セ ン タ ２ ０ ０ は 表 示 部 １ １

２ に 警 告 画 面 を 表 示 さ せ る 信 号 を 送 る 等 し て も よ い 。 ま た 、 デ ー タ セ ン タ ２ ０ ０ は 制 御 部

に 振 動 数 の 変 更 を 指 示 す る 信 号 を 送 る 等 し て も よ い 。 デ ー タ セ ン タ ２ ０ ０ か ら 振 動 を 改 善

す る 旨 伝 達 を 受 け た 制 御 部 は 、 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３ が 弦 楽 器 ２ ０ に 付 与 す る 固 有 振 動 の 振

動 数 を 変 え る こ と に よ り 、 振 動 付 与 装 置 １ は 、 セ ン サ １ ０ ６ が 検 出 し た 固 有 振 動 の 波 形 を

含 む デ ー タ を 、 再 度 ネ ッ ト ワ ー ク ５ ０ を 介 し て デ ー タ セ ン タ ２ ０ ０ に 送 る よ う に し て も よ

い 。 こ の 動 作 を デ ー タ セ ン タ ２ ０ ０ が 適 切 な 振 動 で あ る と 判 断 す る ま で 繰 り 返 す こ と に よ
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り 、 弦 楽 器 ２ ０ に 適 し た 振 動 を 付 与 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 デ ー タ セ ン タ ２ ０ ０ は 、 弦 楽 器 に 振 動 を 付 与 す る 時 間 を 管 理 す る こ と に よ り 、 そ

の 弦 楽 器 が 十 分 な 性 能 を 発 揮 で き る 状 態 か 否 か を 判 断 し 、 振 動 付 与 装 置 １ に 送 信 す る こ と

も で き る 。 例 え ば 、 デ ー タ セ ン タ ２ ０ ０ は 、 弦 楽 器 に 振 動 を 付 与 す る 時 間 が 所 定 時 間 以 上

の 場 合 、 そ の 弦 楽 器 が 十 分 な 性 能 を 発 揮 で き る 状 態 で あ る と 判 断 し 、 振 動 付 与 装 置 １ に 送

信 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 以 上 述 べ た よ う に 、 振 動 付 与 装 置 １ は 、 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３ と 、 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３ を

固 定 す る 台 座 １ ２ と 、 弦 楽 器 ２ ０ を 載 置 す る 支 持 部 １ １ ２ 、 １ ２ １ と を 有 し 、 骨 伝 導 ス ピ

ー カ １ ３ が 発 す る 固 有 振 動 を 台 座 １ ２ を 介 し て 支 持 部 １ ２ １ に 伝 達 さ せ る よ う に し た 。

　 長 期 間 に 亘 り 、 温 度 湿 度 で 管 理 保 存 さ れ て い る 弦 楽 器 は 、 演 奏 さ れ な け れ ば そ の 楽 器 の

持 つ 性 能 を 十 分 に 発 揮 で き な い 可 能 性 が あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 振 動 付 与 装 置 １ に よ り 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３ を 介 し て 振 動 を 弦 楽 器 に 伝 達 し 続 け る こ と に

よ っ て 、 所 謂 エ イ ジ ン グ 効 果 に よ り 弦 楽 器 を 安 定 動 作 さ せ る こ と が 期 待 で き る 。 す な わ ち

、 そ れ ま で 長 期 間 に 亘 り 演 奏 さ れ て い な か っ た 弦 楽 器 で あ っ て も 振 動 付 与 装 置 １ に よ り 安

定 的 に 振 動 が 所 定 時 間 付 与 さ れ る こ と に よ り 、 い ま ま で 演 奏 家 が 定 期 的 に 演 奏 し て い た か

の よ う な 性 能 を 発 揮 で き る こ と が 期 待 で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 人 工 知 能 に よ る 管 理 シ ス テ ム を 利 用 し て 、 弦 楽 器 に 与 え る 固 有 振 動 の 効 果 を 計 測

す る こ と で 、 弦 楽 器 と し て の 個 性 的 な 音 色 を 損 な う 恐 れ を 大 幅 に 軽 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 振 動 付 与 装 置 １ を 箱 形 の よ う な 形 状 と し た 。 し か し 、 振 動 付 与

装 置 の 形 状 は こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 持 ち 運 び 可 能 な 取 っ 手 を 有 す る ケ ー ス の よ う な 形 状 を

な し て い て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 振 動 付 与 装 置 １ を 弦 楽 器 ２ ０ の 性 能 を 発 揮 さ せ る 目 的 で 使 用 す

る 例 を 説 明 し た 。 し か し 、 こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３ が 発 す る 振 動 を 利 用

し て 魂 柱 の 位 置 を 調 整 し た り 、 弦 楽 器 ２ ０ の 不 具 合 を 発 見 し た り す る 用 途 等 に も 振 動 付 与

装 置 １ を 使 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 被 振 動 体 と し て 弦 楽 器 を 例 示 し た 。 し か し 、 こ れ に 限 ら ず 、 被

振 動 体 は 、 裁 断 さ れ た 弦 楽 器 の 材 料 で あ っ て も よ い 。 弦 楽 器 の 材 料 と し て は 、 例 え ば ス プ

ル ー ス （ ト ウ ヒ ） や メ イ プ ル （ 楓 ） 等 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 材 料 を 共 鳴 箱 に 予 め 入 れ て

お き 、 長 期 に 亘 り 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３ か ら 固 有 振 動 を 与 え 続 け る 。 そ し て 、 こ の 材 料 で 弦

楽 器 を 製 作 す る こ と に よ り 、 人 間 で 言 う 胎 教 の よ う な 効 果 を 弦 楽 器 に 与 え ら れ る こ と が 期

待 で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 な お 、 デ ー タ セ ン タ ２ ０ ０ が 備 え る 機 能 の 一 部 を 振 動 付 与 装 置 １ が 有 し て い て も よ い し

、 振 動 付 与 装 置 １ が 備 え る 機 能 の 一 部 を デ ー タ セ ン タ ２ ０ ０ が 有 し て い て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 振 動 付 与 装 置 を 、 図 示 の 実 施 の 形 態 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ

れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 各 部 の 構 成 は 、 同 様 の 機 能 を 有 す る 任 意 の 構 成 の も の に 置

換 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 に 、 他 の 任 意 の 構 成 物 や 工 程 が 付 加 さ れ て い て も よ い

。

　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 述 し た 各 実 施 の 形 態 の う ち の 、 任 意 の ２ 以 上 の 構 成 （ 特 徴 ） を 組 み

合 わ せ た も の で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 な お 、 上 記 の 処 理 機 能 は 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 実 現 す る こ と が で き る 。 そ の 場 合 、 振
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動 付 与 装 置 １ が 有 す る 機 能 の 処 理 内 容 を 記 述 し た プ ロ グ ラ ム が 提 供 さ れ る 。 そ の プ ロ グ ラ

ム を コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 す る こ と に よ り 、 上 記 処 理 機 能 が コ ン ピ ュ ー タ 上 で 実 現 さ れ る 。

処 理 内 容 を 記 述 し た プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 に 記 録 し て お

く こ と が で き る 。 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 と し て は 、 磁 気 記 憶 装 置 、 光 デ

ィ ス ク 、 光 磁 気 記 録 媒 体 、 半 導 体 メ モ リ 等 が 挙 げ ら れ る 。 磁 気 記 憶 装 置 に は 、 ハ ー ド デ ィ

ス ク ド ラ イ ブ 、 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク （ Ｆ Ｄ ） 、 磁 気 テ ー プ 等 が 挙 げ ら れ る 。 光 デ ィ ス ク

に は 、 Ｄ Ｖ Ｄ 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ／ Ｒ Ｗ 等 が 挙 げ ら れ る 。 光 磁 気 記 録 媒 体 に

は 、 Ｍ Ｏ （ Magneto-Optical disk） 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 プ ロ グ ラ ム を 流 通 さ せ る 場 合 に は 、 例 え ば 、 そ の プ ロ グ ラ ム が 記 録 さ れ た Ｄ Ｖ Ｄ 、 Ｃ Ｄ

－ Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 可 搬 型 記 録 媒 体 が 販 売 さ れ る 。 ま た 、 プ ロ グ ラ ム を サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ の 記

憶 装 置 に 格 納 し て お き 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ か ら 他 の コ ン ピ ュ ー

タ に そ の プ ロ グ ラ ム を 転 送 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る コ ン ピ ュ ー タ は 、 例 え ば 、 可 搬 型 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ た プ ロ グ ラ

ム も し く は サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ か ら 転 送 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 、 自 己 の 記 憶 装 置 に 格 納 す る

。 そ し て 、 コ ン ピ ュ ー タ は 、 自 己 の 記 憶 装 置 か ら プ ロ グ ラ ム を 読 み 取 り 、 プ ロ グ ラ ム に 従

っ た 処 理 を 実 行 す る 。 な お 、 コ ン ピ ュ ー タ は 、 可 搬 型 記 録 媒 体 か ら 直 接 プ ロ グ ラ ム を 読 み

取 り 、 そ の プ ロ グ ラ ム に 従 っ た 処 理 を 実 行 す る こ と も で き る 。 ま た 、 コ ン ピ ュ ー タ は 、 ネ

ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ た サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ か ら プ ロ グ ラ ム が 転 送 さ れ る 毎 に 、 逐

次 、 受 け 取 っ た プ ロ グ ラ ム に 従 っ た 処 理 を 実 行 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ま た 、 上 記 の 処 理 機 能 の 少 な く と も 一 部 を 、 Ｄ Ｓ Ｐ （ Digital Signal Processor） 、 Ａ

Ｓ Ｉ Ｃ （ Application Specific Integrated Circuit） 、 Ｐ Ｌ Ｄ （ Program mable Logic De

vice） 等 の 電 子 回 路 で 実 現 す る こ と も で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 １ 　 振 動 付 与 装 置

　 １ １ 　 基 台

　 １ １ １ 　 支 持 部

　 １ １ ２ 　 表 示 部

　 １ ２ 　 台 座

　 １ ２ １ 　 支 持 部

　 １ ３ 　 骨 伝 導 ス ピ ー カ （ 骨 伝 導 装 置 ）

　 １ ４ 　 蓋 体

　 ２ ０ 　 弦 楽 器

　 ２ ０ ０ 　 デ ー タ セ ン タ

【 要 約 】

【 課 題 】 被 振 動 体 が も つ 性 能 の 低 下 を 抑 制 さ せ る こ と 。

【 解 決 手 段 】 振 動 付 与 装 置 １ は 、 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３ と 、 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３ を 固 定 す る

台 座 １ ２ と 、 弦 楽 器 ２ ０ を 載 置 す る 支 持 部 １ １ ２ 、 １ ２ １ と を 有 し 、 骨 伝 導 ス ピ ー カ １ ３

が 発 す る 固 有 振 動 を 、 台 座 １ ２ を 介 し て 支 持 部 １ ２ １ に 伝 達 さ せ る 。

【 選 択 図 】 図 ２
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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